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予算特別委員会報告 

 

予算特別委員会の報告を行います。 

本定例会において付託されました、議案第２１号から議案第３８号までの令和７年度上野

原市一般会計予算、各特別会計予算、下水道事業会計予算、簡易水道事業会計予算及び病院

事業会計予算、合わせて１８件について、３月３日、５日及び７日の３日間にわたり慎重に

審査した経過と結果を報告します。 

令和７年度の予算は、一般会計、特別会計、公営企業会計合わせて、歳入歳出それぞれ、

１９１億６千３３６万２千円となり、前年度と比べると５億４千９００万３千円、率にして

２.８％の減少となりました。 

一般会計では、歳入歳出それぞれ、１０７億４千８５万９千円、前年度と比べると５億３

千５７９万２千円、率にして４.８％の減少となりました。 

自主財源の主なものとしては、市税が３１億１千９３６万６千円、使用料及び手数料が１

億８千５万２千円、繰入金が２億１千２１４万７千円、諸収入が１億８千３５０万２千円と

なり、自主財源全体で、前年度より２億５千２３２万７千円の減額となりました。 

市税では、市民税で、令和６年度に実施された個人住民税の定額減税が終了する影響で増

額する一方、法人市民税は近年の実績から減額となる見込みで、差し引きで９千４８万６千

円の増額、使用料及び手数料では、コロナの５類への移行に伴い各施設の利用が増加したこ

とや、駅前駐車場の収入の増加、行政財産使用料改定に伴う増加などにより９８７万６千円

の増額、財産収入では、預金利息の上昇や基金の運用により１千１９３万８千円の増額、繰

入金では、骨格予算となることから、財政調整基金や公共施設整備基金が減少しているため、

３億６千２９６万円の減額となっています。 



2/4

2 

一方、依存財源は、合計６８億２６４万４千円で、歳入全体の６３.３％を占めています。 

依存財源の主なものでは、地方交付税の普通交付税が３２億２千２４３万１千円、国庫支

出金が１１億２千８３万円、県支出金が６億５千８０３万４千円、市債が４億１千４１０万

円となり、依存財源全体では、前年度と比べ２億８千３４６万５千円、率にして４.０％の

減少となりました。 

市債のうち臨時財政対策債は、地方交付税の財源不足について国と地方で折半して借り入

れていますが、今回は国の税収増が見込まれ財源不足が生じないことから、平成１３年度の

制度創設以来、初めて起債の借り入れが無いとのことです。 

次に、歳出を目的別に見ると、前年度と比べ減額した主なものとしては、土木費が５億４

千７４０万６千円、率にして４９.０％、農林水産業費が２千６３５万７千円、率にして９．

１％、衛生費が７千６４７万７千円、率にして５．１％の減少となりました。 

一方、増額した主なものとしては、民生費が１億７千２６７万５千円、率にして５.６％、

商工費が１千９８０万円、率にして１４．０％、消防費が７千３７１万１千円、率にして１

１.４％の増加となっています。 

一般会計歳出の性質別構成比を見ると、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が５２億４

千５９３万５千円で、前年度と比べ合計で１億２千７５６万１千円の増額となっています。 

また、投資的経費は、全体で５億６５２万８千円で、前年度と比べ６億２千９８５万５千

円の減額となりました。 

その他は、増額した主なものとしては、物件費が１億２千７６０万８千円、繰出金が２千

５２０万６千円の増額となっています。 

また、減額した主なものとして、投資及び出資金が１億１千７３８万５千円、補助費等が

６千３９１万４千円の減額となっています。 
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 次に、特別会計については１４会計で、歳入歳出それぞれ、６５億２千５９２万４千円

で、前年度と比べ１億１千６８５万７千円、率にして１．８％の減少となっています。 

また、下水道事業会計の収益的収入は、６億５千３９２万４千円で、前年度と比べ１７７

万３千円の減額、収益的支出は、７億６９２万７千円で、前年度と比べ５千１２３万円の増

加となっています。 

簡易水道事業会計の収益的収入は、１億８千６０６万７千円で、前年度と比べ５６８万４

千円の減額、収益的支出は、１億８千６０６万７千円で、前年度と比べ３０１万５千円の減

額となっています。 

病院事業会計の収益的収入は、２億３千４０１万円で、前年度と比べ１千８１０万５千円

の減額、収益的支出は、３億７千６６３万７千円で、前年度と比べ１８０万１千円の増額と

なっています。 

３日間の審査において、市の財政全般にわたり、１１３件の質疑や提言がありました。 

  また、委員からは、 

　・課別説明資料について、訂正が数多く見受けられる担当があったため、提出にあたっ 

ては予めよく確認するとともに、訂正箇所については、該当の部分が分かるようなデ 

ータを追って提出してもらいたい 

　・下水道事業会計、簡易水道事業会計、病院事業会計については公営企業会計へ移行さ 

れたが、職員はしっかりと内容を理解するよう、研修等を受けるべきである 

との意見が出されました。 

それらを踏まえ、採決した結果、「議案第２１号　令和７年度上野原市一般会計予算」、「議

案第２２号　令和７年度上野原市国民健康保険特別会計予算」、「議案第２３号　令和７年度

上野原市後期高齢者医療特別会計予算」については、異議がありましたので、起立採決を行
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いました。その結果、賛成多数で原案どおり可決すべきものと決定しました。 

その他１５議案については、全会一致で原案どおり可決すべきものと決定しました。 

市当局におかれましては、市民目線に立ち、優先すべき施策が何かを十分に精査する中で、

自主財源の確保や経費の合理化・効率化を図り、限られた財源の有効活用と健全な財政運営

に努めていく必要があります。 

委員会での意見等を市政運営に反映されることを強く要望し、予算特別委員会の報告とし

ます。


